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1. 2021年3月期第2四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 30,573 △38.3 393 △84.8 517 △80.8 412 △73.7

2020年3月期第2四半期 49,529 25.7 2,587 42.3 2,694 37.0 1,570 15.2

（注）包括利益 2021年3月期第2四半期　　1,817百万円 （46.1％） 2020年3月期第2四半期　　1,244百万円 （△9.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第2四半期 64.61 ―

2020年3月期第2四半期 246.01 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年3月期第2四半期 64,029 32,070 50.1 5,010.51

2020年3月期 80,732 30,684 38.0 4,805.20

（参考）自己資本 2021年3月期第2四半期 32,070百万円 2020年3月期 30,684百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― 50.00 ― 75.00 125.00

2021年3月期 ― 50.00

2021年3月期（予想） ― 50.00 100.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）配当金の内訳

　　　2020年３月期第２四半期末　　　普通配当　37円50銭　　特別配当　12円50銭

　　　2020年３月期期末　　　　　　　　　普通配当　37円50銭　　特別配当　22円50銭　　記念配当　15円00銭

　　　2021年３月期第２四半期末　　　普通配当　50円00銭　　　　　　　　2021年３月期期末（予想）　　普通配当　50円00銭

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 70,000 △32.7 500 △86.3 700 △82.0 300 △87.1 46.98

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期2Q 6,800,000 株 2020年3月期 6,800,000 株

② 期末自己株式数 2021年3月期2Q 399,269 株 2020年3月期 414,338 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期2Q 6,391,102 株 2020年3月期2Q 6,385,726 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料P．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大により各国経

済が急激に減速するなかで、国内でも個人消費の低迷、企業収益の悪化等、極めて厳しい状況となりましたが、緊

急事態宣言解除後は経済活動にも一部持ち直しの動きも見られました。 

当社グループの事業環境は、設備工事事業につきましては、政府建設投資は底堅く推移しておりますが、民間の

投資につきましては、企業収益の悪化による設備投資計画の延期や中止の動きもあり、受注競争の激化や工期の延

伸、資機材の高騰などが懸念される厳しい状況が続きました。 

精密環境制御機器の製造販売事業につきましても、ＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）製造装置向け製品、

半導体製造装置向け製品ともに、生産計画の調整等により受注及び生産は減少いたしました。 

こうした経営環境の下で、当社グループは業績の向上に総力を上げて取り組んでまいりました。その結果、当第

２四半期連結累計期間の売上高は30,573百万円（前年同期比38.3％減少）、営業利益は393百万円、経常利益は517

百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は412百万円となりました。 

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。 

 

<設備工事事業>

売上高     27,543百万円 （ △36.7％）

営業利益      272百万円 （ △84.8％）

受注高は31,586百万円で前年同期比18.7％の減少となりました。

売上高は、前年同期比36.7％の減少となり、営業利益は売上高の減少により前年同期1,798百万円から減少

し272百万円となりました。

 

<機器製造販売事業> 

売上高      3,029百万円 （ △49.5％）

営業利益      121百万円 （ △84.6％）

受注高は2,633百万円で前年同期比52.1％の減少となりました。

売上高は、前年同期比49.5％の減少となり、営業利益は売上高の減少により前年同期788百万円から減少し

121百万円となりました。

 

（２）連結財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が64,029百万円（前年度末比16,703百万円減少）となりまし

た。主な増加は、電子記録債権2,224百万円及び投資有価証券1,957百万円であり、主な減少は、現金預金10,301百

万円及び受取手形・完成工事未収入金等11,703百万円です。

負債総額は31,958百万円（前年度末比18,089百万円減少）となりました。主な増加は、未成工事受入金929百万

円であり、主な減少は、支払手形・工事未払金等13,605百万円、電子記録債務4,154百万円及び短期借入金770百万

円です。

純資産は32,070百万円（前年度末比1,386百万円増加）となりました。主な増加は、その他有価証券評価差額金

1,354百万円であり、主な減少は、利益剰余金66百万円です。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2021年３月期の連結業績につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響等先行き不透明な厳しい状況を踏ま

え、2020年８月７日に公表いたしました業績予想を変更しておりません。

なお、業績予想数値は現時点で入手可能な情報に基づき算定したものであり、実際の業績は国内外の景気動向に

加え、新型コロナウイルス感染症の収束時期や影響範囲等様々な要因により大きく変動する可能性があり、業績に

影響を及ぼす影響が生じた場合には速やかに公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2020年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 19,105 8,804 

受取手形・完成工事未収入金等 36,606 24,903 

電子記録債権 3,457 5,681 

製品 4 2 

未成工事支出金 834 1,386 

仕掛品 1,035 1,395 

材料貯蔵品 140 145 

その他 730 1,062 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 61,914 43,379 

固定資産    

有形固定資産 5,873 5,739 

無形固定資産 1,180 1,209 

投資その他の資産    

投資有価証券 10,633 12,591 

その他 1,145 1,123 

貸倒引当金 △14 △14 

投資その他の資産合計 11,764 13,700 

固定資産合計 18,817 20,650 

資産合計 80,732 64,029 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 25,899 12,293 

電子記録債務 12,950 8,796 

短期借入金 3,800 3,030 

未払法人税等 309 77 

未成工事受入金 781 1,710 

完成工事補償引当金 58 57 

工事損失引当金 199 － 

役員賞与引当金 120 － 

訴訟損失引当金 540 － 

その他 2,625 2,994 

流動負債合計 47,285 28,959 

固定負債    

長期借入金 1,200 900 

退職給付に係る負債 902 746 

役員退職慰労引当金 460 － 

その他 200 1,352 

固定負債合計 2,762 2,998 

負債合計 50,048 31,958 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2020年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,857 3,857 

資本剰余金 3,721 3,742 

利益剰余金 20,878 20,812 

自己株式 △743 △716 

株主資本合計 27,713 27,695 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,435 4,789 

為替換算調整勘定 106 109 

退職給付に係る調整累計額 △571 △523 

その他の包括利益累計額合計 2,970 4,375 

純資産合計 30,684 32,070 

負債純資産合計 80,732 64,029 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年９月30日) 

売上高 49,529 30,573 

売上原価 43,742 27,176 

売上総利益 5,787 3,396 

販売費及び一般管理費 3,199 3,002 

営業利益 2,587 393 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 136 136 

その他 27 20 

営業外収益合計 164 158 

営業外費用    

支払利息 18 17 

為替差損 3 9 

コミットメントフィー 33 7 

その他 2 1 

営業外費用合計 58 35 

経常利益 2,694 517 

特別利益    

固定資産売却益 － 0 

投資有価証券売却益 17 3 

訴訟損失引当金戻入額 － 142 

特別利益合計 17 145 

特別損失    

固定資産処分損 1 0 

投資有価証券売却損 － 0 

投資有価証券評価損 － 17 

訴訟損失引当金繰入額 550 － 

特別損失合計 551 18 

税金等調整前四半期純利益 2,160 644 

法人税、住民税及び事業税 353 47 

法人税等調整額 236 183 

法人税等合計 589 231 

四半期純利益 1,570 412 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,570 412 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年９月30日) 

四半期純利益 1,570 412 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △368 1,354 

為替換算調整勘定 △13 2 

退職給付に係る調整額 55 48 

その他の包括利益合計 △326 1,405 

四半期包括利益 1,244 1,817 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,244 1,817 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて） 

 当社グループにおきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて、一部の工事について中断等の

影響が発生しておりますが、新型コロナウイルス感染症は2021年３月期中に収束するものと仮定して、固定資産

の減損等の会計上の見積りを行っております。 

 なお、前連結会計年度末の仮定について重要な変更を行っておりません。 

 

（役員退職慰労金制度の廃止）

 当社は、2020年６月26日開催の第91回定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止に伴う打切り支給を

決議しております。

 これに伴い、「役員退職慰労引当金」の全額を取崩し、打切り支給に伴う未払額368百万円を固定負債の「そ

の他」に含めて表示しております。

 

（譲渡制限付株式報酬制度の導入）

 当社は、2020年６月26日開催の第91回定時株主総会において、当社の取締役（社外取締役を除く。）が、株価

変動のメリットとリスクを株主の皆様と共有し、株価上昇及び企業価値向上への貢献意欲を従来以上に高めるこ

とを目的として、新たに譲渡制限付株式報酬制度を導入することを決議いたしました。

 また、2020年６月26日開催の取締役会において、譲渡制限付株式報酬として自己株式の処分を行うことについ

て決議し、2020年７月22日に払込が完了いたしました。 
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（セグメント情報）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

前第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額  

設備工事 
事業 

機器製造 
販売事業 

合 計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 43,531 5,997 49,529 － 49,529 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
6 － 6 △6 － 

計 43,537 5,997 49,535 △6 49,529 

セグメント利益（注） 1,798 788 2,587 － 2,587 

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

当第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額  

設備工事 
事業 

機器製造 
販売事業 

合 計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 27,543 3,029 30,573 － 30,573

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － －

計 27,543 3,029 30,573 － 30,573

セグメント利益（注） 272 121 393 － 393

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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３．補足情報

（１）連結受注高

（単位：百万円）

区 分

前年同四半期 

2020年３月期

第２四半期累計期間

当 四 半 期

2021年３月期

第２四半期累計期間

比 較 増 減 増 減 率

設 備 工 事 事 業 38,862 ( 87.6 %) 31,586 ( 92.3 %) △7,275 △18.7 %

機 器 製 造 販 売 事 業 5,499 ( 12.4 %) 2,633 ( 7.7 %) △2,865 △52.1 %

合 計 44,361 ( 100.0 %) 34,220 ( 100.0 %) △10,141 △22.9 %

 

（２）個別受注高

（単位：百万円）

区 分

前年同四半期 

2020年３月期

第２四半期累計期間

当 四 半 期

2021年３月期

第２四半期累計期間

比 較 増 減 増 減 率

設 備 工 事 事 業 38,443 ( 87.5 %) 30,394 ( 92.0 %) △8,049 △20.9 %

機 器 製 造 販 売 事 業 5,499 ( 12.5 %) 2,633 ( 8.0 %) △2,865 △52.1 %

合 計 43,942 ( 100.0 %) 33,027 ( 100.0 %) △10,915 △24.8 %
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